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中項目

大項目

主要プロジェクト

基本戦略

施策

小項目

000003子育て支援の充実

000002安心して健康に暮らせる福祉のまちづくり＜保健・福祉＞

平成25年10月04日(金)

こども青少年課

000003次代を担う人づくりプロジェクト

000004少子高齢社会をこころ豊かに暮らせるまちづくり

子どもが健やかに育つ環境づくり

000003子どもが健やかに育つ環境づくり

施策評価表
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	PTXTTAIOUSAKU: 　虐待通告に対する４８時間以内の児童の安否確認や関係機関の情報収集など迅速な対応は、確実に実施しており、目標に達している。　児童にかかわる機関向けの講演会については、過去３年間（平成２２年～２４年）では参加者数が増えつつあるが、目標値には達しなかった。講演会の開催時期、内容等に検討が必要である。
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	PTXTCOMMENT: 　市民や関係機関からの通告に対して、迅速な対応を行い、必要に応じて、要保護児童対策地域協議会で関係機関との情報共有、連携を図りながら適切に対応するよう取り組んできた。また、虐待防止、早期発見のため、児童に関わる機関向けに「子どもの虐待防止講演会」を実施しており、成果指標の目標には及ばなかったが、これまでで最も多い参加を得ることができた。
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